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マ
イ
ナ
ン
バ
ー
へ
の
理
解
を

問
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
と
は
何
か
、
ま
た
住
基
ネ
ッ
ト

と
の
違
い
は
。

企
画
部
長

国
民
一
人
ひ
と
り
に
12
桁
の
番
号
を
指
定

し
、
法
律
の
定
め
に
よ
り
社
会
保
障
・
税
・
災
害
対
策
の

三
分
野
に
限
定
し
て
そ
の
番
号
を
活
用
し
、
同
一
者
に
関

す
る
個
人
情
報
を
他
の
機
関
と
の
間
で
迅
速
か
つ
確
実
に

情
報
連
携
す
る
制
度
で
あ
る
。
住
民
票
コ
ー
ド
は
11
桁
の

番
号
で
、
民
間
で
の
利
用
は
禁
止
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に

対
し
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
は
、
三
分
野
と
な
り
法
規
定

の
範
囲
内
で
民
間
企
業
も
利
用
で
き
る
。
よ
っ
て
、
ナ
ン

バ
ー
制
度
と
住
基
ネ
ッ
ト
の
違
い
は
主
に
利
用
分
野
と
利

用
範
囲
の
違
い
で
あ
る
。

問
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
導
入
趣
旨
と
具
体
的
実
施
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
及
び
、
こ
の
制
度
の
メ
リ
ッ
ト
と
懸
念
は
。

企
画
部
長

導
入
趣
旨
は
公
平
・
公
正
な
社
会
の
実
現
、

国
民
の
利
便
性
の
向
上
、
行
政
の
効
率
化
で
あ
る
。

市
民
生
活
部
長

今
年
10
月
か
ら
順
次
、
地
方
公
共
団

体
情
報
シ
ス
テ
ム
機
構
か
ら
、
世
帯
単
位
で
、
簡
易
書
留

神
田
康
史
議
員

に
よ
り
通
知
カ
ー
ド（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
記
載
）を
送
付
す

る
。
個
人
カ
ー
ド
は
平
成
28
年
１
月
か
ら
希
望
す
る
者
に

交
付
し
、I
C
チ
ッ
プ
の
入
っ
た
顔
写
真
付
の
カ
ー
ド
で
、

公
的
個
人
認
証
の
機
能
が
標
準
装
備
さ
れ
、
身
分
証
明
書

や
電
子
申
請
に
利
用
で
き
る
。
な
お
、
居
所
と
住
民
票
の

住
所
が
異
な
る
場
合
は
、「
通
知
カ
ー
ド
の
送
付
先
に
係

る
居
住
情
報
登
録
申
請
書
」
を
提
出
し
て
も
ら
う
こ
と
を

広
報
し
て
い
る
。

企
画
部
長

メ
リ
ッ
ト
は
導
入
趣
旨
の
と
お
り
で
あ
る
。

デ
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
個
人
情
報
漏
洩
が
懸
念
さ
れ
る
が
、

本
人
確
認
措
置
や
法
の
規
定
に
よ
る
も
の
を
除
き
、
番
号

の
収
集
・
保
管
な
ど
の
禁
止
・
特
定
個
人
情
報
保
護
委
員

会
に
よ
る
監
視
・
罰
則
の
強
化
・
個
人
情
報
を
確
認
で
き

る
サ
イ
ト
で
の
情
報
提
供
な
ど
保
護
措
置
を
行
う
事
で
不

安
を
払
拭
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

問
機
構
改
革
を
進
め
る
た
め
に
、
組
織
活
性
化
の
新
手

法
と
し
て
、
係
制
に
か
え
て
グ
ル
ー
プ
制
の
導
入
を
提
案

す
る
。
こ
れ
ま
で
導
入
に
つ
い
て
議
論
に
な
っ
た
こ
と
が

あ
る
か
。

総
務
部
長

4
庁
舎
の
分
庁
方
式
の
現
在
、
全
庁
的
な

議
論
は
し
て
い
な
い
。
し
か
し
、
現
在
、
人
事
課
政
策
課

題
の
中
に
グ
ル
ー
プ
制
の
導
入
も
上
が
っ
て
お
り
、
組
織

機
構
改
革
と
と
も
に
効
率
的
で
効
果
的
な
執
行
体
制
の
構

築
に
向
け
て
検
討
し
て
い
る
。

問
今
議
会
に
上
程
さ
れ
た
機
構
改
革
の
中
で
、
特
に
市

民
協
働
部
、
市
民
協
働
課
に
つ
い
て
、
今
回
の
機
構
改
革

の
中
で
の
意
義
、
今
後
求
め
ら
れ
る
課
題
は
。

総
務
部
長

昨
年
12
月
の
議
会
定
例
会
に
お
い
て
、
市

自
治
基
本
条
例
が
議
決
さ
れ
た
。
い
わ
ゆ
る
市
民
協
働

は
、
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
に
お
い
て
必
要
不
可
欠
で

あ
る
。

　

市
民
協
働
課

は
、
総
代
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、

地
区
行
事
な
ど

に
分
散
し
て
い

た
事
務
を
集
約

し
、
市
民
協
働

の
窓
口
と
し
て

ま
ち
づ
く
り
を

進
め
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い

る
。
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今般、国はマイナンバーを一律国民に付番する
ことにより、①社会保障の領域（年金・医療・
福祉・労働等） ②税の領域（確定申告・各種支
払調書等） ③災害対策の領域（被災者生活再建
支援金・被災者台帳作成等）以上3つの分野で
のみ使用可能との制限を設けている。

マイナンバー制度


